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Photonics

和文取説は英文取説を元に作成されていますが、最新版に合わせて編集中の場合もございます。
英文の取扱説明書は付属しておりませんので、英文の取扱説明書(最新版)が必要な方は、
付属のCD又はオフィール社のウェブサイト www.ophiropt.com からダウンロードして下さい。





ＮＯＶＡ 側面写真

＊撹部名称説明＠

SmartHead

【 ＮＯＶＡの旧モデルでの注意事項！】

◎ ＮＯＶＡのバックライト点灯方法



NOVA正面写真

NOVA上面図

ＡＣ電源アダプター

ソフトキー（操作ボタン） 液晶ディジタル表示

電源スイッチ



＊事前角認＠

＊ｅ��調整郭度＠

＊周波数よ設定＠Frequency

＊内蔵電池ゅ™ィ荷働時関＠Bat.



＊冷却よ方法＠

ヘッドタイプ 流量
８０００Ｗ 毎分７リットル
５０００Ｗ 毎分４.５リットル
１５００Ｗ 毎分２.５リットル
３００Ｗ 毎分１.１リットル



＊本体零点設定＠Zeroing

＊ョΘ【ΕΜバ設定＠Range

（注釈）しかしそのオートレンジでは、レンジ切換時に物理的な出力が変化してしまうので、アナログ出力
を使う用途（校正作業時の安定性確認を含む）では好ましくありません。

＊初棄設定値よ保存＠Configuration

＊ネ【�ョゼΔヮホ�めよ零点設定＠Zeroing



＊通信機能よ設定＠Baud Rate

ボタンを押すごとに３００、１２００、４８００、９６００、１９２００と順次変化します。
この値がＲＳ２３２Ｃの通信速度を決定するので、パーソナルコンピューターの設定と同じ値に設定し
なければいけません。
パーソナルコンピューターが、ウインドウズ９５や３.１などで動作している場合は、通信機能の設定を必
ず通信の前に確認して下さい。

＊仕様抜粋＠

対応ヘッド｛各スマートヘッド採用モデル｝：サーモパイル／フォトダイオード／パイロエレクトリック
アナログ出力電圧：０～１Ｖ（最大出力電流２ｍＡ／出力インピーダンス５００Ω以下）
アナログ出力分解能：０.０５％（内部処理１１ビット）
アナログ出力精度：±０.２％±１ｍＶ（画面に表示されている測定レンジに依存）
表示部：モノクロＬＣＤ（１２２×３２ピクセル／文字高１２ｍｍ・１２０セグメントバーグラフ）
バックライト：エレクトリックルミネッセンス（省電力設計上電池駆動時は非点灯）
Ａ／Ｄサンプリングレート：１５Ｈｚ
Ａ／Ｄ分解能：０.００７％＋１／１３１０７２（内部処理１７ビット）
入力レンジ：フルスケール１５ｎＡ～１.５ｍＡ（１６レンジ）
ダイナミックレンジ：１０９
電気精度：±０.１％±２０ｐＡ（一年後では±０.３％±５０ｐＡ）
入力雑音レベル：５００ｎＶまたは１.５ｐＡ+０.００１５％レンジ（＠３Ｈｚ）
通信速度：３００～１９２００ボー（オプションの通信キットで実現可能）
内蔵電池：２ＸＲＲ型ニッケルカドニュウム電池（容量１.８Ａｈ）
充電時間：１４時間（非稼働時）／３０時間（稼働時）
稼働時間：１８時間（完全充電後）／１０時間（パイロエレクトリックヘッド接続時）
本体寸法：９５Ｗ×３７Ｄ×２０３Ｈ
本体重量：０.５５ｋｇ（ただしＡＣ電源アダプターは除く）

•



＊ョΘ【測定�【�選択＠Power

ただし事前確認が済んでいない場合は測定を行わないで下さい。

（注釈）
冷却水を必要とするヘッドは必ず必要量（手で触れる程度の温度に保つ）の水を流してご使用下さい。
光源からの光をヘッド部に入射する前に、そのパワー（エネルギー）が入射限界を越えていない事を
確認して下さい。
同様に入射した光の密度が、耐久パワー（エネルギー）密度を越えていない事を確認して下さい。
光源がレーザービームである場合は、レーザー光の密度分布が必ずしも一様でない事が多く、それが
時間と温度によって大きく変動する可能性がある為に、あらかじめ耐久パワー（エネルギー）密度の
半分の値になるように、パワー（エネルギー）やビーム径を調整する事をお奨めします。
もちろんレーザーの状態によっては、その値でも損傷を与えないとは言い切れませんのでご注意下さい。

＊波長設定＠Laser

＊ベ�【メΜト�【�選択＠Tune

チューン設定画面

チューンモード画面 ※左のチューンモードの時に”MENU”ボタンを押す。



もし変更する必要があれば、新しい値を選択する為にボタンをさらに押して下さい。

計測中に測定結果をクリアしたい場合は、”MENU”ボタンを２回押す事で再スタートが可能です。

（注釈）オプションの通信キットを購入した場合は、外部のコンピュータに測定データを蓄積できます。

＊ヒ【��【�選択＠Zoom

＊ヂルビホ�設定＠Offset

この機能によって、オフセットされた出力でも正確に測定できます。

＊ダャΔテ【Ζト設定＠Energy Log data 

”MENU”真下のボタンを押せば、ソフトキー（赤い三角形のボタン）の機能表示／非表示が変更可能な
ので、必要に応じて切り替えるようにして下さい。

ズーム表示ボタンの注意：
”ZOOM”の真下のボタンを押した後に、”MENU”
ボタンを押して、バーグラフ表示にしないとその
効果は確認できません。

ログモード画面 統計データ表示画面



＊平均佳測定＠Average

既に”AUTO”以外の出力レンジが設定されている場合はこの表示は出現しません。

具体的な値はヘッドによって異なるものの、出力のレンジは段階的に設定できます。
既に”AUTO”以外の出力レンジが設定されている場合はこの操作画面は出現しません。

既に”AUTO”以外の出力レンジが設定されている場合は不必要な操作です。

計測モードは”PERIODIC”と”CONTINUOUS”の二つが用意されています。
ここで”PERIODIC”を選択すると、”AVERAGE OVER”の項目で設定された、一定の周期で測定が繰
り返されますが、ここでもし”CONTINUOUS”を選択すると、１回の平均化計測を行った後はその値を
保持し続けます。
また、測定波長帯域は波長設定（”LASER”）と同じ意味です。
”AVERAGE OVER”の項目では平均化計測の時間を決定します。
代表的な値として、１０秒、３０秒、１分、１０分、３０分、１時間（１０Ｓ、３０Ｓ、１Ｍ、１０Ｍ、

３０Ｍ、１ｈ）があり、その中から段階的に選択できます。

”START”で測定を開始し、”RESET”では計測データをリセットします。
”STOP”では測定の一時中断をしますが、この後に”START”で測定を開始する事ができます。

平均化計測をモードを

＊ョΘ【Ζト設定＠Power Log

測定時間（”TIME”）は、５秒、１５秒、３０秒、１分、５分、３０分、１時間、２時間、６時間、２４
時間と段階的に設定できます。

”MENU”の真下にあるボタンを押せば、ソフトキー（赤い三角形のボタン）の機能表示／非表示が変更
可能なので、必要に応じて切り替えるようにして下さい。
”SETUP”でログ設定画面に戻り、ログデータの取り込み条件が再び設定できます。
また、”RESET”ではログデータが消去され、ソフトキーの機能非表示の状態でログ画面に戻り、”EXIT”

で最初のパワー計測画面に戻ります。

＊機奇情報＠Info.



障害が生じた場合や将来のバージョンアップには必要な情報です。（計測には特に必要ではありません）
を

＊缶胃校正＠Calibrate

∪ 警告“
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校正モードを

＊微少ダャΔテ【測定＠

１パルス当たりのエネルギー（Ｊ）＝平均出力（Ｗ）／繰り返しパルス周波数（Ｈｚ）

１パルス当たりの平均エネルギー（Ｊ）＝総エネルギー（Ｊ）／入射パルス数



＊ダャΔテ【測定�【�選択＠Energy

（注釈）
冷却水を必要とするヘッドは必ず必要量（手で触れる程度の温度に保つ）の水を流してご使用下さい。
光源からの光をヘッド部に入射する前に、そのパワー（エネルギー）が入射限界を越えていない事を
確認して下さい。
同様に入射した光の密度が、耐久パワー（エネルギー）密度を越えていない事を確認して下さい。
光源がレーザービームである場合は、レーザー光の密度分布が必ずしも一様でない事が多く、それが
時間と温度によって大きく変動する可能性がある為に、あらかじめ耐久パワー（エネルギー）密度の
半分の値になるように、パワー（エネルギー）やビーム径を調整する事をお奨めします。
もちろんレーザーの状態によっては、その値でも損傷を与えないとは言い切れませんのでご注意下さい。

＊ヮホ�よパΕホハ�Δ�設定＠Threshold

”HIGH”と”LOW”と”MED”の三段階に設定が可能です。
ここで”HIGH”は立ち上がりのトリガーポイントの設定を最大値にし、”LOW”はトリガーポイントの設
定を最小値にし、”MED”はトリガーポイントの設定を中間値にします。

（注釈）
サーモパイルヘッドであっても、３Ａ-Ｐタイプは極めて低いトリガースレッショルドを実現する為に、フ
ォトダイオードによるトリガー回路を別途採用しています。
光学トリガー方式の場合は、フォトダイオードの波長特性に依存して、その応答波長帯域が決まります。
よって、0.19～1.064μｍから外れた波長帯では、前述の標準的なトリガー方式を選択して下さい。
同様に、この光学トリガー方式はあくまで短パルス光源専用に設計されているので、連続発光体の機械式
シャッターによるパルストリガーは極めて困難です。

エネルギー計測画面 待機モード画面



＊零点設定＠Zeroing

＊波長設定＠Laser

＊Ζト設定＠Log data ≧ダャΔテ【値よ保存∞

＊露光�【�＠Exposure≧ Total Energy ∞



● MANUAL ONLY 手動でのみ停止しますので、前述の露光時間や露光パルス数は無視されます。
● AFTER TIMEOUT 事前に設定されたいた露光時間が経過した時点で停止します。（途中で手動停止可能）
● AFTERPULSES 事前に設定されたいた露光パルス数が入射した時点で停止します。（途中で手動停止可能）

ただし”EXIT”の真下のボタンを押せば今までのデータは失われます。
また設定を変更したい場合は、”EXIT”の真下のボタンを押し最初から設定の画面を呼び出して下さい。

＊ダャΔテ【測定�【�選択＠Energy

■警告！：
反射率の高いパイロエレクトリックヘッドでは特に注意が必要です。

（注釈）
光源からの光をヘッド部に入射する前に、そのパワー（エネルギー）が入射限界を越えていない事を
確認して下さい。
同様に入射した光の密度が、耐久パワー（エネルギー）密度を越えていない事を確認して下さい。
損傷しやすいパイロエレクトリックヘッドには、損傷試験片が用意されていますのでご注文下さい。
光源がレーザービームである場合は、レーザー光の密度分布が必ずしも一様でない事が多く、それが
時間と温度によって大きく変動する可能性がある為に、あらかじめ耐久パワー（エネルギー）密度の
半分の値になるように、パワー（エネルギー）やビーム径を調整する事をお奨めします。
もちろんレーザーの状態によっては、その値でも損傷を与えないとは言い切れませんのでご注意下さい。

＊ョΘ【測定�【�選択＠Power

露光モードでの注意：
露光モードを行っている時には、
バーグラフは表示できません。



（注釈）
光源からの光をヘッド部に入射する前に、そのパワー（エネルギー）が入射限界を越えていない事を
確認して下さい。
同様に入射した光の密度が、耐久パワー（エネルギー）密度を越えていない事を確認して下さい。
損傷しやすいパイロエレクトリックヘッドには、損傷試験片が用意されていますのでご注文下さい。
光源がレーザービームである場合は、レーザー光の密度分布が必ずしも一様でない事が多く、それが
時間と温度によって大きく変動する可能性がある為に、あらかじめ耐久パワー（エネルギー）密度の
半分の値になるように、パワー（エネルギー）やビーム径を調整する事をお奨めします。
もちろんレーザーの状態によっては、その値でも損傷を与えないとは言い切れませんのでご注意下さい。

＊ョΔパ幅設定＠Pulse Length

【注意：パルス幅設定が適合していない場合でも、一応表示値は現れますがそれは不適切な値です。】

もし設定値を保存したくない時は、ここで”NONE”の真下のボタンを押して下さい。

＊ヮホ�よパΕホハ�Δ�＠Threshold

＊周波数表示＠Frequency

パルス光を入射しトリガーされると画面の左上に”Ｔ”が表示されますが、少し待っても周波数表示（Ｈｚ）
が出現しない場合は、トリガー設定及びパルス幅の設定が適正ではない状況が考えられますので、各設定値
をそれぞれの設定画面で確認するようにして下さい。
２）



＊平均佳測定＠Average

移動平均の時間は０.３３秒から３０秒まで段階的(0.33s,1s,3s,10s,30s)に設定できます。
”MAX.PULSE LEN:”の最適な値も選択可能であれば”VALUE”で設定してください。

＊ヒ【��【�選択＠Zoom

周波数表示での注意：
周波数表示を行っている時には
バーグラフは表示できません。



＊波長設定＠Laser

（注釈）
光源からの光をヘッド部に入射する前に、そのパワー（エネルギー）が入射限界を越えていない事を
確認して下さい。
同様に入射した光の密度が、耐久パワー（エネルギー）密度を越えていない事を確認して下さい。
光源がレーザービームである場合は、レーザー光の密度分布が必ずしも一様でない事が多く、それが
時間と温度によって大きく変動する可能性がある為に、あらかじめ耐久パワー（エネルギー）密度の
半分の値になるように、パワー（エネルギー）やビーム径を調整する事をお奨めします。

＊ヮホ�よΕΜバ設定＠Range

（注釈）しかしそのオートレンジでは、レンジ切換時に物理的な出力が変化してしまうので、アナログ出力
を使う用途では好ましくありません。

＊ヂルビホ�設定＠Offset

＊ベ�【メΜト�【�選択＠Tune

もし変更する必要があれば、新しい値を選択する為にボタンをさらに押して下さい。

計測中に測定結果をクリアしたい場合は、”MENU”ボタンを２回押す事で再スタートが可能です。

（注釈）オプションの通信キットを購入した場合は、ログモードを活用する事により外部のコンピュータに
測定データを蓄積できます。



＊ヒ【��【�選択＠Zoom

ただし”MENU”ボタンを押して、バーグラフ表示に戻さなければ結果は確認できません。

＊Ζト設定＠Power Log

測定時間（”TIME”）は、５秒、１５秒、３０秒、１分、５分、３０分、１時間、２時間、６時間、２４
時間と段階的に設定できます。

＊平均佳測定＠Average

既に”AUTO”以外の出力レンジが設定されている場合はこの表示は出現しません。

具体的な値はヘッドによって異なるものの、出力のレンジは段階的に設定できます。
既に”AUTO”以外の出力レンジが設定されている場合はこの操作画面は出現しません。

既に”AUTO”以外の出力レンジが設定されている場合は不必要な操作です。

計測モードは”PERIODIC”と”CONTINUOUS”の二つが用意されています。
ここで”PERIODIC”を選択すると、”AVERAGE OVER”の項目で設定された、一定の周期で測定が繰
り返されますが、ここでもし”CONTINUOUS”を選択すると、１回の平均化計測を行った後はその値を
保持し続けます。
また、測定波長帯域は波長設定（”LASER”）と同じ意味です。
”AVERAGE OVER”の項目では平均化計測の時間を決定します。
代表的な値として、１０秒、３０秒、１分、１０分、３０分、１時間（１０Ｓ、３０Ｓ、１Ｍ、１０Ｍ、



３０Ｍ、１ｈ）があり、その中から段階的に選択できます。

”START”で測定を開始し、”RESET”では計測データをリセットします。
”STOP”では測定の一時中断をしますが、この後に”START”で測定を開始する事ができます。

平均化計測をモードを

＊ルセΔプ【設定＠Filter

（注釈）
感度特性が波長によって大幅に変化する為に、波長毎に最大測定パワーが異なります。
レンジオーバーの時は、その波長の最大測定パワーと最大測定エネルギーをご確認ください。

＊波長保存＠Wavelength

（注釈）必要に応じて登録されている六個の波長毎に各々設定して下さい。

＊ルチ�ヘゼヂ【�よ特性＠

■ 入射角度と出力の関係
ＰＤ３００シリーズの積分球を除くモデルでは､センサーに対する入射光の角度が変わると､その指示値は
かなり変化します｡
しかしながら､およそ１０度までは角度の許容範囲にありますので､それほど正確に垂直入射を実現しなく
ても特に問題は生じません｡（平行光でない場合はその角度も考慮して設置して下さい。）

入射角度 出力変化係数Ｆ（フィルター付き） 出力変化係数Ｆ（フィルターなし）
０度（垂直） 1.00 1.00
５度 0.98 0.99
１０度 0.97 0.98
１５度 0.92 0.97
２０度 0.85 0.94
３０度 0.73 0.87
４５度 0.50 0.73



■ 測定領域
フィルターを装着して測定出力レンジを拡大しても、入射光の出力密度はフィルターなしの場合の値は
１０Ｗ／cm2  ですが、フィルター付きの場合は５０Ｗ／cm2  と５倍の許容パワー密度しかありません。
すなわち、フィルターの材質で決定される値であって、測定出力レンジの拡大倍率（フィルターの減衰率）
とは無関係です。
また、最大測定パワーは波長に依存して変化し、フィルターによる測定レンジの拡大倍率に対して、完全
には一致しない為に注意が必要です。
同様に、最大パルスエネルギー（フィルターなしのセンサーだけの場合では５０μＪ）を越えるパルスを
入射した場合も、残念ながら指示値が正確に表示されるとは言い切れません。
さらに、１ｍｍ以下と言うあまりにも小さなスポット径では、半導体内部の不純物濃度が必ずしも一定で
はなく、強い光が入射しても半導体素子の抵抗によって、生成された電流が制限される為に直線性が保た
れません。また、波長帯域の両端では温度による誤差の増大にも留意して下さい。
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